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項 01

目 01

A

県

諸収入

　●消費生活相談員による市民相談の実施。

　●消費者問題の相談対応のレベルアップを図るために、専門講習を受講する。

消費生活相談員専門コース（主催　国民生活センター）

　

　●消費者問題に係る弁護士相談会を毎月開催する。

　●自立した消費者を育成するため、体系的な教育、啓発を行う。

【消費者行政推進事業】 3,642,000円 86,000円 0円 8,000円 3,548,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 7,979,400 円 総事業費　　A+B 11,621,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,000 円

一 般 財 源 3,548,000 円

予算に関する説明書ページ数 P57

大事業 防災・防犯 担当部署 人権施策推進課

事業進捗度(年度末目標） － 商工総務費

当 初 予 算 額 3,642,000 円

目
的

消費者を取り巻く諸問題に取組み、消費
者の権利の尊重及び消費者の自立を目指
す。

財
源
内
訳

国・県支出金 86,000 円

中事業 消費者対策の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 消費者行政推進費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費
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項 01

目 01

A

　東京安来会、近畿安来会を開催し、会員の親睦と安来市活性化のための協力を依頼する。

　海上保安協会、島根県中小企業団体中央会、境港貿易振興会等への負担金

　港湾等の街路灯の電気代、街路灯の点検及び修繕工事、計量器検査事業（偶数年度実施）ほか。

【その他事業】 582,000円 0円 0円 0円 582,000円

【各種団体負担金事業】 246,000円 0円 0円 0円 246,000円

【ふるさと会事業】 827,000円 0円 0円 0円 827,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,176,200 円 総事業費　　A+B 3,831,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,655,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 商工総務費

当 初 予 算 額 1,655,000 円

目
的

関東・近畿在住の安来出身者の親睦を図
り、郷土である安来市の発展に寄与す
る。　協議会、期成同盟会に参加し、所
期の目的達成のための事業を行う。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工総務費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P57

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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目 02

A

国1/2
県1/2

諸収入

　ハガネの街安来のＰＲ及び商業振興を図る。

　商工会議所、商工会の経営改善普及事業に対し補助金を交付し、企業支援を行う。

　安来市内の高校１、２年生を対象に市内製造業を中心とした企業及び地域資源等の見学ツアーを行う。

 

8,426,000円

　空店舗等へ出店を促すための家賃補助及び改装費補助、中山間地域における店舗整備及び移動販売車購入補助
を実施する。

【商業再生支援事業】 16,852,000円 8,426,000円 0円 0円

【企業見学ツアー事業】 583,000円 236,000円 0円 0円 347,000円

【商工会議所等補助金事業】 18,272,000円 0円 17,000,000円 0円 1,272,000円

【商工業振興事業】 2,529,000円 0円 0円 6,000円 2,523,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.2人役 8,704,800 円 総事業費　　A+B 46,940,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 17,000,000 円

そ　の　他 6,000 円

一 般 財 源 12,568,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 商工業振興費

当 初 予 算 額 38,236,000 円

目
的

中小企業の経営改善、革新の取組みを支
援する。

財
源
内
訳

国・県支出金 8,662,000 円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工業振興費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P57

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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項 01

目 02

A

諸収入

　中小企業が設備投資等による融資を受ける際の保証料の補給を行う。

　中小企業の設備投資等の際、資金調達が容易となるように金融機関に資金を預託する。

【中小企業金融対策事業】 20,000,000円 0円 0円 20,000,000円 0円

【商工業振興給付金事業】 1,700,000円 0円 0円 0円 1,700,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,450,800 円 総事業費　　A+B 23,150,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 20,000,000 円

一 般 財 源 1,700,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 商工業振興費

当 初 予 算 額 21,700,000 円

目
的

中小企業の設備投資等の支援を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中小企業金融対策費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P57

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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項 01

目 02

A

　●指定管理料　　　　4,244,000円

　●施設修繕料等　　　　180,000円

【中心市街地活性化事業】

　●起業スタートアップサロンの開催

　●起業セミナー、起業家ミニスクールの開催

　●創業支援拠点運営

　●創業支援アドバイザーの雇用

　●創業相談

　産業競争力強化法に基づく創業支援計画に基づき、市内における創業、第二創業の実現に向けて、一風亭の２
階に設置した創業支援センターを拠点に支援し、一風亭を利用する地域住民や事業者と連携して地域の活性化を
図る。

　中心市街地活性化のキーステーションとして、やすぎ懐古館一風亭を有限会社やすぎ千軒に指定管理委託し、
積極的な活用を図る。

3,225,000円 0円 0円 0円 3,225,000円

【やすぎ懐古館一風亭管理事業】 4,424,000円 0円 0円 0円 4,424,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.9人役 6,528,600 円 総事業費　　A+B 14,177,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 7,649,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 商工業振興費

当 初 予 算 額 7,649,000 円

目
的

やすぎ懐古館一風亭を拠点に中心市街地
の活性化を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中心市街地活性化事業費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P57

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

起業セミナー起業スタートアップサロン 起業セミナー起業スタートアップサロン
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項 01

目 02

A

　直接支援事業

　　●やすぎ夢追人支援事業

　　●サポートアドバイザー派遣事業

　　●セミナー開催支援事業

　　●展示会・商談会出展促進プログラム

　　●人材育成支援事業

　  ●新商品新技術開発支援事業

  　●プロモーション支援事業

　　●ホームページ作成支援事業

　　●知的財産権取得支援事業

　　●国際規格認証取得支援事業

3,940,000円

　特殊鋼を活かした新製品開発の支援・相談業務等を行い、県内外で開催される産業フェアや商談会で「ヤスキ
ハガネ」のPR及び販路拡大を行うと共に、関東、中部、近畿圏の企業を訪問し市内製造業の技術力をPRし、見積
提案及び取引商談を行う。

【商工業振興事業】 3,940,000円 0円 0円 0円

　地域雇用の拡大、域外マネーの獲得（拡大）、市内循環型経済へのシフト、定住促進を目的として、商工会議
所・商工会・ＪＡ・市で組織する産業サポートネットやすぎにより、企業支援事業等を実施する。

【産業サポートネットやすぎ事業】 10,000,000円 0円 8,000,000円 0円 2,000,000円

一般財源

人件費コスト  B 2.0人役 14,508,000 円 総事業費　　A+B 28,448,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 8,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,940,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 商工業振興費

当 初 予 算 額 13,940,000 円

目
的

地域雇用の拡大、域外マネーの獲得、市
内循環型経済へのシフト、Ｕ・Ｉターン
の推進、企業誘致の促進などにより地域
産業の活性化を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 産業活性化センター事業費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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項 01

目 02

A

基金

　●立地奨励金･･･投下固定資本総額の10～30％（上限3,000万円）

　●空き工場等活用奨励金A（賃借料等助成）･･･賃借料等の月額1/2相当額（上限月額20万円、60月以内）

　●空き工場等活用奨励金B（改装費等助成）･･･改装費等の3/4相当額（上限750万円）

　市内の特殊鋼関連産業をはじめとする「ものづくり企業」における新製品、新技術等の開発や取引拡大に向け
た取組みを支援し、地域経済の健全な発展と雇用の促進を図る。

　企業等の新設、増設または移設について要件を満たす場合、企業が投資した投下固定資本総額、新規雇用従業
員に応じた助成を行うほか、空き工場等の家賃に係る経費を奨励金として交付することにより、企業の設備投資
及び雇用増大を図る。また、立地奨励金については、1回限りとしていた交付回数の制限を撤廃し、更なる増設
等による事業拡大に対する支援を強化する。

　●雇用促進奨励金･･･新規雇用従業員のうち安来市に住民票を置く者の人数×10万円
　　（3年以内、上限総額1,500万円）

【ものづくり企業技術開発等支援事業】 7,500,000円 0円 0円 0円 7,500,000円

　島根県企業誘致対策協議会をベースに、県と一体となり企業誘致活動及び誘致企業への訪問などのフォロー
アップを実施する。また、企業誘致等を円滑に進めるため企業信用調査会員制度を利用する。

【企業立地雇用促進奨励金事業】 77,673,000円 0円 0円 77,000,000円 673,000円

【企業誘致事業】 1,412,000円 0円 0円 0円 1,412,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 7,979,400 円 総事業費　　A+B 94,564,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 77,000,000 円

一 般 財 源 9,585,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 商工業振興費

当 初 予 算 額 86,585,000 円

目
的

企業誘致活動により企業立地を推進する
と共に、市内製造業の設備投資、雇用拡
大を支援する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 企業立地推進事業費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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目 03

A

諸収入

　新町駐車場、東小路駐車場、安来駅前自転車駐車場及び荒島駅前自転車駐車場の維持管理を実施する。

【駐車場管理業務】 4,421,000円 0円 0円 3,987,000円 434,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,450,800 円 総事業費　　A+B 5,871,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 3,987,000 円

一 般 財 源 434,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 商工業施設管理費

当 初 予 算 額 4,421,000 円

目
的

近隣住民、事業者、商店街利用者及び安
来駅・荒島駅利用者の利便性の向上を図
る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 駐車場管理費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

（新町駐車場） （東小路駐車場）

（安来駅前自転車駐車場） （荒島駅前自転車駐車場）

（新町駐車場） （東小路駐車場）

（安来駅前自転車駐車場） （荒島駅前自転車駐車場）
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A

諸収入外

　県立自然公園エリア外の観光地の公園管理及び観光施設の管理費

　各種PRイベント、説明会等での情報発信にかかる経費。その他、パンフレットの増刷を行う。

　観光関連団体へ負担金を支出し、広域的な観光戦略事業を行う。

●しまね国際観光推進協議会   　　　    　 76,000円

●島根県観光連盟 　　　 　 1,514,000円

●山陰観光連盟 　　　　 　 105,000円

●米子空港利用促進懇話会   　　　　 　30,000円

●出雲空港整備利用促進協議会 　　　　  1,640,000円

●広島地区観光情報発信事業 　　　　    600,000円

●中海・宍道湖・大山圏域観光局 　　　　　　450,000円

「総合パンフレット、山城ガイドマップ」

【広域観光事業】 4,415,000円 0円 0円 0円 4,415,000円

【観光情報発信事業】 3,982,000円 0円 0円 76,000円 3,906,000円

【市内観光地清掃・維持管理業務】 7,353,000円 0円 0円 0円 7,353,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.7人役 5,077,800 円 総事業費　　A+B 20,827,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 76,000 円

一 般 財 源 15,674,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光費

当 初 予 算 額 15,750,000 円

目
的

観光客の誘致並びにこれに伴う市内の観
光施設管理や地域振興を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光総務費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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目 04

A

　①本部事業（観光プラン推進事業、広告宣伝・広域連携事業、特産品販売事業等） 　

　②安来支部分（桜まつり事業、ぼんぼり作成） 　

　③広瀬支部分（桜まつり事業、祇園まつり事業、温泉まつり事業、ひなまつり事業他） 　

　④伯太支部分（ひなまつり事業、母里・井尻夏祭り事業他）

　月の輪まつり振興会の行う各種行事（花火大会・安来節公演等）について補助する。

　観光事業による地域振興の事業運営費として補助するもので、安来市観光協会各支部が実施するイベントへの
支援、安来市と連携した観光ＰＲ等を行い、誘客並びに地域経済の活性化を図る。

【月の輪まつり振興会補助金事業】 5,000,000円 0円 4,000,000円 0円 1,000,000円

【観光協会補助金事業】 33,801,000円 0円 17,000,000円 0円 16,801,000円

　新型コロナウイルス感染症により減少した観光誘客の回復のため、主要観光地である清水・さぎの湯エリアを
中心とした観光プロモーションによる認知度の向上と、日本遺産関連の周遊企画等によるコンテンツの充実や、
需要回復に備えたインバウンドの受入体制の整備等、各種事業を観光協会に委託し、誘客推進による地域活性化
を図る。

①観光情報発信事業
　メディアでの露出を促進し誘客に繋げるため、市内取材費にかかる助成を行う。

②エリアプロモーション事業
　山陽・四国方面の圏域や、首都圏・関西圏・中京圏域に対し、マスメディアを活用した誘客プロモー
ションを実施する。

③着地型観光推進事業
　市内滞在時間の延長を目指し、「安来　いい旅、いい夫婦」事業及び「日本遺産関連事業」により、周
遊ルートのコンテンツ整備等を行う。また、市内散策ガイドツアー造成に向けたカレッジ事業を行う。

④インバウンド対策事業
　東京オリンピックを機に訪日客の増加が見込まれる中、山陰インバウンド機構や圏域観光局による広域
誘客や受け地対策と連携し、市独自の取組を充実させるもの。

【安来市観光キャンペーン事業】 5,500,000円 0円 5,000,000円 0円 500,000円

　新聞・雑誌・圏域観光マップ・市内PR看板等に広告を掲載し、情報発信や観光ＰＲを行い、市の知名度向上を
図る。

【観光振興事業】 904,000円 0円 0円 0円 904,000円

一般財源

人件費コスト  B 2.8人役 20,311,200 円 総事業費　　A+B 65,516,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 26,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 19,205,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光費

当 初 予 算 額 45,205,000 円

目
的

市内観光資源の整備・拡充を図り市外・
県外からの観光客への対応力を培ってい
く。あわせて、観光キャンペーンにより
入込客の増加を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光振興費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課



40

30 会計 01

25 款 07

項 01

目 04

A

諸収入

　各種イベントへの安来節の出演、安来節グッズ等により積極的に安来節のＰＲを図る。

　市内の交流センター・小中学校等で安来節教室を開催し、幅広い年齢層に安来節振興を図る。

　安来節演芸館を指定管理委託し、安来節の振興及び市民利用の促進を図る。

　家元に安来節の普及宣伝を委託することにより安来節の振興を図る。

　安来節保存会の行う安来節の普及宣伝や振興事業（唄い初め会、お糸まつり、安来節全国優勝大会等）に対し
補助する。

R3.1.15安来節名人の免状授与式・唄の披露（安来庁舎）

【安来節保存会補助事業】 4,500,000円 0円 4,500,000円 0円 0円

【安来節普及宣伝委託事業】 1,200,000円 0円 1,200,000円 0円 0円

【安来節演芸館指定管理委託料】 36,667,000円 0円 0円 0円 36,667,000円

【安来節教室開催事業】 1,400,000円 0円 300,000円 360,000円 740,000円

【安来節普及宣伝事業】 252,000円 0円 0円 0円 252,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,176,200 円 総事業費　　A+B 46,195,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 6,000,000 円

そ　の　他 360,000 円

一 般 財 源 37,659,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光費

当 初 予 算 額 44,019,000 円

目
的

安来節演芸館を核とした観光客へのＰＲ
と各種イベントや宣伝普及事業により安
来節の振興を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 安来節振興費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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30 款 07

項 01

目 04

A

●観光案内業務（観光協会）　　　　　　　　　810,000円

●ボランティアガイド養成講座（文化財課）　　190,000円

　安来市への誘客推進を図るため、観光協会と連携しながら月山富田城誘客推進事業（観光案内業務、ボラン
ティアガイド養成講座）を行う。

【誘客推進事業】 1,000,000円 0円 0円 0円 1,000,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.2人役 1,450,800 円 総事業費　　A+B 2,450,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,000,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光費

当 初 予 算 額 1,000,000 円

目
的

安来市観光プランの実施や、魅力ある集
客コンテンツ造成、月山富田城誘客推進
事業を実施し、安来市への誘客推進を図
る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 誘客推進事業費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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35 款 07

項 01

目 05

A

●養殖事業の取り組み状況

年度

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19

Ｈ20

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

Ｒ１

●養殖技術改善
①

②

●生産組織の強化

一定基準まで到達したドジョウ養殖技術を更に高度なも
のとして定着させる。

効率的な養殖技術の普及により、ドジョウ生産を将来に
わたって継続させる。

　ドジョウ養殖の経営改善と生産体制の整備を行ない、
生産組織の強化を推進する。

　　▲やすぎどじょう

38 54,260 307 3,685 3,443 

37 54,260 326 3,912 3,875 

38 57,522 211 4,116 3,701 

36 56,174 280 4,222 4,258 

36 53,900 350 3,983 3,911 

38 53,122 310 3,362 2,820 

39 49,958 280 3,747 3,903 

39 55,415 287 4,167 3,520 

35 54,000 292 4,563 3,388 

35 50,900 304 4,758 4,099 

33 48,600 218 4,862 4,224 

33 44,400 255 3,304 3,285 

32 41,100 241 3,096 2,735 

31 36,000 345 2,433 1,891 

27 32,800 272 1,864 1,381 

16 30,200 506 903 672 

生産者（人） 養殖池面積（㎡） 放養稚魚数（万尾） 生産数量（kg） 販売数量（kg） 備　考

【その他事業】 5,379,000円 0円 0円 0円 5,379,000円

　ブランドとしての「やすぎどじょう」の生産継続にはドジョウ養殖新規参入者の確保と組織育成が課題となっ
ている。養殖に係る経費が高騰する中において、良質なドジョウを安定的に生産するために助成事業を展開す
る。

【どじょう振興事業補助金】 7,900,000円 0円 7,400,000円 0円 500,000円

総事業費　　A+B 14,729,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,879,000 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,450,800 円

当 初 予 算 額 13,279,000 円

目
的

ドジョウの生産・出荷・販売体制の確立
により、地域ブランドとしての「やすぎ
どじょう」の産地づくりを推進する。
　ドジョウ養殖は多くの波及効果と新た
な情報発信をもたらし、また全国区の知
名度を誇る地域資源を生かした特産物の
産出は地域の活性化を促す。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 7,400,000 円

商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

事業進捗度(年度末目標） － 特産品振興費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 どじょう振興費

予算に関する説明書ページ数 P59
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30 会計 01

40 款 07

項 01

目 06

A

　●清水月山県立自然公園（清水地区１７０ｈａ、さぎの湯地区２０ｈａ、月山地区１７０ｈａ）

清水公園展望台からの眺望

　清水公園や月山周辺には、桜や紅葉の時期に特に観光客が多く訪れており、利用者の多い花見の時期に向けた
桜樹の管理や花見期間中の公園内清掃、また、一年を通じたトイレの清掃管理を実施することで観光客等の利用
客の利便性や快適性を維持し、公園の美観及びイメージアップを図ることで、さらなる誘客に繋げる。

【県立自然公園管理事業】 1,680,000円 0円 0円 0円 1,680,000円

総事業費　　A+B 2,405,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,680,000 円

人件費コスト  B 0.1人役 725,400 円

当 初 予 算 額 1,680,000 円

目
的

清水月山県立自然公園内にあるさぎの湯
公園・清水公園の管理を行うことによっ
て、自然の保護および公園利用の増進を
図る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県立自然公園管理費

予算に関する説明書ページ数 P59
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45 款 07

項 01

目 06

A

使用料外

　●泉源及びポンプ管理

　　さぎの湯温泉ポンプ施設管理委託

　　さぎの湯温泉深井戸水中ポンプ取替工事

　　広瀬温泉泉源ポンプ施設管理委託

　●温泉施設の維持管理（湯田山荘、憩いの家）

※一般財源に入湯税を含む。

　　さぎの湯温泉

　観光ルートの拠点となる市内の３つの温泉（さぎの湯温泉、広瀬温泉、比田温泉）の泉源と温泉施設の維持管
理を行う。

【温泉施設管理事業】 27,959,000円 0円 5,700,000円 9,769,000円 12,490,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.6人役 4,352,400 円 総事業費　　A+B 32,311,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 5,700,000 円

そ　の　他 9,769,000 円

一 般 財 源 12,490,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 27,959,000 円

目
的

温泉の存在は観光客にとって、大きな魅
力となっており、その活用は観光客誘致
の要であるため、温泉施設の整備により
観光地としての価値を高める。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 温泉施設管理費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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50 款 07

項 01

目 06

A

　指定管理者により、上の台緑の村の管理・運営を行う。また、老朽化による施設修繕を行う。

　　指定管理委託料 　11,000,000円

　　施設修繕ほか　　　1,883,000円

【上の台緑の村管理事業】 12,883,000円 0円 0円 0円 12,883,000円

上の台緑の村からの眺望

総事業費　　A+B 14,333,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 12,883,000 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,450,800 円

当 初 予 算 額 12,883,000 円

目
的

上の台緑の村において宿泊や自然体験を
する場を提供し、人的交流促進並びに観
光客誘致によって観光振興、地域活性化
を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 上の台緑の村管理費

予算に関する説明書ページ数 P59
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項 01

目 06

A

　　布部ダム公園管理委託料　　　638,000円

　　施設維持管理ほか　　  　　　494,000円

　　　　　　　　　吊橋と白椿公園

　鉄の道文化圏リーディングプロジェクトにより整備した白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野だたらと椿
の里」の利用促進を図る。

【野だたらと椿の里管理事業】 1,132,000円 0円 0円 0円 1,132,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 725,400 円 総事業費　　A+B 1,857,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,132,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 1,132,000 円

目
的

白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖半
「野だたらと椿の里」の利用促進を図
る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 野だたらと椿の里管理費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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項 01

目 06

A

 　指定管理委託料　　　　　629,000円

 　施設維持管理費ほか　  　711,000円

　　きのこ狩りの集い

　指定管理者により、山佐ダムの水を生活用水・工業用水として利用している流域住民との交流を深め、ダムの
持つ重要な役割を理解してもらうとともに、ダムの自然美をPRし、体験交流施設の利用促進を図る。

【山佐ダム体験交流施設管理事業】 1,340,000円 0円 0円 0円 1,340,000円

総事業費　　A+B 2,065,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,340,000 円

人件費コスト  B 0.1人役 725,400 円

当 初 予 算 額 1,340,000 円

目
的

体験交流型レクリェーション施設として
利用促進を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 山佐ダム体験交流施設管理費

予算に関する説明書ページ数 P59
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項 01

目 06

A

諸収入外

   市内観光ルートの核となる施設の一つとして広瀬絣センターの管理・運営を行う。

　　●観光案内、県指定無形文化財の広瀬絣の制作説明、藍染めの体験指導等

　　●市の特産品及び広瀬絣等の伝統工芸品の展示販売

  　●伝習生を募り、広瀬絣制作技術の保存と伝習を図る。

    　会計年度任用職員報酬　    　　　　　　　　　　　　　 6,760,000円

　　　（広瀬絣伝習所所長・講師・講師補助等・販売業務）　

   　 共済費　　　　　　　　　　　　　      　             　368,000円　　　　　　　　 

　    光熱水費　　　　　　　　　     　              　　　2,220,000円　　　　　　　　　

   　 委託料（保守点検・清掃）　　　　                 　　　458,000円

 　   施設維持管理費ほか　　　　　　             　　　　　1,369,000円

   絣センター全景 絣制作風景

【絣センター運営事業】 11,175,000円 0円 0円 4,963,000円 6,212,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.4人役 2,901,600 円 総事業費　　A+B 14,076,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,963,000 円

一 般 財 源 6,212,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 11,175,000 円

目
的

地域の歴史や伝統を体感できる「体験型
観光」の振興を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 絣センター運営費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課
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使用料外

指定管理委託料　　       　　            　　　17,076,000円　

観光案内業務委託料　　       　           　　　5,700,000円　

その他施設維持修繕費外　　　　　　　　　　　　　1,642,000円

R2.6月館内喫茶リニューアル

R2年度コインロッカー増設（旧ATMコーナー）

　「観光交流プラザアラエッサ♪YASUGI」の維持管理を行うとともに、観光案内所においてはＪＲ利用の観光客
へ観光案内・情報提供・イベントのＰＲをする。

　施設管理等を安来駅前自転車駐車場とあわせて安来市観光協会へ指定管理委託を行う。（指定管理期間　H31
～R3年度末までの３年間）

駐輪場管理棟・レンタサイクル受付

観光列車「銀河・あめつち」出迎え風景

【観光交流プラザ管理費】 24,418,000円 0円 0円 3,024,000円 21,394,000円

総事業費　　A+B 24,418,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 3,024,000 円

一 般 財 源 21,394,000 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円

当 初 予 算 額 24,418,000 円

目
的

集客により人々が集い、憩い、交流する
ことによる地域活力向上を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光交流プラザ管理費

予算に関する説明書ページ数 P59
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目 06

A

使用料外

　島根県及び安来市の東の玄関口である道の駅「あらエッサ」の施設管理を行う。

　●道の駅全体の維持管理

　●来場者に対し、情報コーナーを利用した道路及び観光情報の提供。

　●集客イベントを開催し、交流人口の拡大及び消費拡大等の地域振興や市のＰＲを実施。

　　会計年度任用職員報酬（駅長・事務補助員）　 10,456,000円

　　共済費　　　　　          　　 　 　    　　1,679,000円

　　委託料（保守点検・清掃・イベント企画）  　　5,421,000円　

　　その他施設維持修繕費外（光熱水費外） 　　　14,966,000円

お楽しみ抽選会 ジャンボサイコロゲーム（毎月）

新米とまいもん祭り（10月） クリスマスイベント（12月）

【道の駅あらエッサ管理費】 32,522,000円 0円 0円 16,884,000円 15,638,000円

総事業費　　A+B 35,423,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

そ　の　他 16,884,000 円

一 般 財 源 15,638,000 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,901,600 円

当 初 予 算 額 32,522,000 円

目
的

地域振興及び観光振興を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 道の駅あらエッサ管理費

予算に関する説明書ページ数 P59
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目 06

A

繰入金

　市内観光施設の改修工事等の整備に係る費用を一括管理し、効率的な施設管理を行う。

工事請負費 　8,889,000円

備品購入費　 1,190,000円

●上の台緑の村子ども広場トイレ洋式化改修工事　1,300.000円

　子どもや高齢者が利用しやすいよう、子ども広場の和式トイレ（男子１、女子１）を洋式にする。

子ども広場トイレ外観 子ども広場（女子トイレ／和式）

●安来節演芸館電話工事一式　990,000円

ディスプレイ表示の不具合

　管内の電話機等が老朽化により、内線が接続できない場合やディスプレイが正しく表示されないため、
  ボタン主装置や多機能電話機を更新する。

【観光施設整備事業】 10,079,000円 0円 0円 8,000,000円 2,079,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,176,200 円 総事業費　　A+B 12,255,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,000,000 円

一 般 財 源 2,079,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 観光施設管理費

当 初 予 算 額 10,079,000 円

目
的

観光施設の整備を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光施設整備費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P59

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 商工観光課



●安来節演芸館音響タッチパネルシステム改修工事　1,000,000円

　老朽化により液晶画面等のシステムに不具合が生じており、舞台演出に悪影響が出ているため改修

　する。

●観光交流プラザロータリー舗装工事　3,608,000円

　安来駅前ロータリーの舗装損傷が著しいため、部分的にアスファルト舗装を行う。

●観光交流プラザコインパーキング表示機取替工事　825,000円

　空車・満車表示機の腐食劣化で転倒･漏電の危険性があるため更新する。

●観光交流プラザ館内エアコン部分改修工事　1,166,000円

　頻繁に稼動する２基（特産品販売付近、観光案内所窓口前）について故障が増えており更新する。

●道の駅あらエッサ倉庫備品購入費　1,190,000円

　軽量棚４台、パレットラック６台等の備品を購入し設置する。

コインパーキング表示機

コインパーキング表示機の腐食

液晶画面が表示されない状態

安来駅前ロータリー 　　舗装が剥げて凸凹になっている状態
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A

国
県

使用料外

　安定的なバス運行を継続させるため、老朽化した車両1台の更新を行う。（小型バス車両1台購入）

　宇波地域における地域内交通を行う。

地域内交通送迎

　市内の公共交通状況が変容するなか、適切な公共交通のあり方の指針とするため、安来市地域公共交通計画を
策定する。

イエローバス

　松江駅～荒島駅間を運行する一畑バス、比田地区を運行する奥出雲交通及び伯太町須山地区を運行する南部町
営バスへの運行補助を行う。

【生活交通ネットワーク再編事業】 8,716,000円 4,298,000円 0円 0円 4,418,000円

【路線バス運行補助事業】 3,850,000円 0円 0円 0円 3,850,000円

【車両更新事業】 12,315,000円 0円 12,300,000円 0円 15,000円

【広域生活バス運行事業】 265,022,000円 11,591,000円 0円 50,701,000円 202,730,000円

一般財源

　公共交通機関である広域生活バスの運行を行い、地域住民の公共福祉の推進を図る。
　交通需要や地域実情に応じた公共交通の見直しを行い、安心して暮らせる生活交通ネットワークの構築を図
る。

人件費コスト  B 2.0人役 14,508,000 円 総事業費　　A+B 304,411,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 12,300,000 円

そ　の　他 50,701,000 円

一 般 財 源 211,013,000 円

事業進捗度(年度末目標） － バス事業費

当 初 予 算 額 289,903,000 円

目
的

地域住民の日常生活を支える交通手段の
確保を図る。利便性の高い公共交通を提
供し、地域内外の移動の円滑化を図り、
交流と地域の活性化を促進する。財

源
内
訳

国・県支出金 15,889,000 円

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 バス事業費 商工費

事業開始年度   令和3年度 商工費

予算に関する説明書ページ数 P61

大事業 都市基盤・生活 担当部署 地域振興課


